
 

 
 
 
 

 
 
 

 

「『生活のきまり』の見直し」を通して育みたい力 

校 長 海江田 なぎさ  

 

朝礼で、次の内容を生徒に話しました。（実際は、時間の関係で一部省きました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような取組を通して、これからも、自分で考え、行動する力を育てていきます。 

 

 さて、３年生の受験がひとまず終わりました。当日の欠席や遅刻の連絡や問い合わせ

は中学校を通して行うことになっていますが、公立・私立含め、連絡や問い合わせは一

件もありませんでした。しっかりとした態度で受験に臨めたことの表れだと思います。  

保護者の皆様、御指導や見守りをいただき、ありがとうございました。 

今年度もあとわずかとなりましたが、１年間の振り返りや次のステージに向けた準備

など、保護者・地域の皆様の御理解・御協力を賜りながら、充実した教育活動に努めて

まいります。今月も、どうぞよろしくお願いいたします。 
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大久保中にはチャイムがありません。自分で今何をすべきかを考えて行動する力を身

につけてほしいからです。しかし、それは簡単なことではありません。 

 先日、ある生徒が昼休みに校長室に来てくれました。私は話に夢中になってしまい、

気が付いたら、授業が始まってしまっていたのです。（生徒は気が付いていたと思いま

すが、話に夢中になっている私に対し、指摘しにくかったと思われます。）現在、大久

保中に、私のような生徒はいません。授業が始まる３分前にはみんなが席について授業

の準備をしています。私は、この失敗を通して、自分で考え、行動できている大久保中

の生徒の素晴らしさを改めて感じました。 

  

さて、現在、１、２年生は来年度に向けて「生活のきまり」の見直しを行っています

が、これも、ノーチャイムと同じように、自分で考え、行動する力を身につけてもらうた

めに行っています。「生活のきまり」を考えるときに必要なのは、主に次の観点です。 

①生徒が集中して学習等に取り組むために、必要なきまりであること 

②生徒がけじめのある学校生活を送るために、必要なきまりであること 

③生徒が安全な登下校を行うために、必要なきまりであること 

 これらの観点に沿って、なるべくシンプルなものになるよう見直しを行ってくださ

い。その際に「どうしてこの文言が今まであったのだろう。なくした場合、どのような

影響があるだろうか。」ということを考えて下さい。そして、「自分はどうか(なくし

ても大丈夫か)」だけでなく「私たちはどうか」という視点で考えてほしいのです。こ

のように、「今の大久保中の生徒の集団としての判断力」も考えながら、引き続き、

「生活のきまり」の見直しに取り組んでほしいと思います。 

 


